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新
成
人
と
し
て
心
新
た
に

　

１
月
９
日
、
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
で
、

平
成
23
年
成
人
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
関
町
長
か
ら
式
辞
、
𠮷
村
春
男

町
議
会
議
長
、
藤
野
利
和
県
議
会
議
員
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
祝
辞
を
受
け
た
後
、
宮
崎
地
区
の
下
宮
あ
す

か
さ
ん
と
髙
原
正
嗣
さ
ん
が
新
成
人
を
代
表
し
て
、

「
社
会
の一
員
と
し
て
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
、
自
分

の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
自
ら
の
信
じ
た
目
標
や

夢
に
向
かって
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
誓
いの
こ
と
ば

を
述
べ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
新
成
人
は
、
成
人
に
な
る
こ
と
への
不

安
と
緊
張
と
と
も
に
、
自
身
の
未
来
への
夢
に
胸
を

膨
ら
ま
せ
てい
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
各
地
区
の
実
行
委
員
会
主
催
に

よ
る
「
成
人
の
つ
ど
い
」
が
開
か
れ
、
新
成
人
た
ち

は
久
し
ぶ
り
に
会
う
旧
友
や
恩
師
と
親
交
を
深
め
、

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
てい
ま
し
た
。

新
成
人

　

 
お
め
で
と
う

朝
日
地
区

織
田
地
区

宮
崎
地
区

越
前
地
区

A coming-of-age ceremony
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大
　
賞

朝
日
小
学
校	

五
年	

梶　

川　

詩　

乃

「
す
い
せ
ん
が
私
を
見
て
と
立
っ
て
い
る
」

 

奨
励
賞

城
崎
小
学
校	

五
年	
西
ケ
花　
　
　

恵

四
ヶ
浦
小
学
校	

五
年	
新　

井　

理　

友

 

佳
　
作

城
崎
小
学
校　

	

二
年	

正　

木　

妃　

乃

城
崎
小
学
校　

	

五
年	

玉　

村　

隼　

哉

朝
日
小
学
校　

	

六
年	

渡　

辺　

龍　

生

織
田
小
学
校　

	

六
年	

林　
　
　

大　

翔

織
田
小
学
校　

	

六
年	

小　

山　

瑠
未
奈

 

大
　
賞

朝
日
中
学
校	

三
年	

松　

村　

直　

紀

「
水
仙
が
　
つ
な
ぐ
心
の
　
温
か
さ
」

 

奨
励
賞

朝
日
中
学
校	

三
年	

三
田
村　
　
　

逞

朝
日
中
学
校	

一
年	

八
本
木　

李
乙
果

 

佳
　
作

朝
日
中
学
校	

二
年	

飛　

田　

江
里
奈

朝
日
中
学
校	

一
年	

石　

塚　

裕　

貴

朝
日
中
学
校	

二
年	

五　

島　

菜　

月

朝
日
中
学
校	

一
年	

小　

田　

春　

輝

朝
日
中
学
校	

三
年	

亀　

井　

夢　

乃

 

大
　
賞

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

三
年	

池　

田　

安
里
紗

「
六
畳
に
匂
う
水
仙
　
母
一
人
」

 

奨
励
賞

長
崎
工
業
高
等
学
校	

一
年	

久　

保　

宏　

伸

長
崎
工
業
高
等
学
校	

一
年	

吉　

田　

優　

貴

 

佳
　
作

丹
生
高
等
学
校	

三
年	

酒　

井　

美　

穂

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

三
年	

白　

崎　

久
美
子

丹
生
高
等
学
校	

二
年	

坂　

崎　

裕　

真

長
崎
工
業
高
等
学
校	

一
年	

城　

谷　

信　

次

丹
生
高
等
学
校	

二
年	

宇　

野　

公　

貴

 

大
　
賞

京
都
府	

	
加　

舎　

泰　

子

「
息
白
く
蟹
糶
の
鉦
打
ち
な
ら
す
」

 

奨
励
賞

東
京
都	

	

古　

賀　

一　

弘

鯖
江
市	

	

栗　

原　

美　

智

 

佳
　
作

神
奈
川
県	

	

鈴　

木　

清　

恵

敦
賀
市	

	

石　

田　

と
お
る

越
前
町	

	

太　

田　

陽　

子

静
岡
県	

	

湯　

浅　
　
　

弘

奈
良
県	

	

樋　

本　

和　

恵

 

大
　
賞

織
田
小
学
校	

四
年	

幸　

山　
　
　

円

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

た
だ
い
ま
ぁ

家
中
に
広
が
る
い
い
に
お
い

今
年
も
げ
た
箱
の
上
に

そ
れ
と
会
え
な
か
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

水
せ
ん
の
季
節
が
や
っ
て
き
た

お
母
さ
ん
が
今
年
も
言
う

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
会
い
た
い
な
ぁ
っ
て

写
真
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
や
さ
し
そ
う

本
当
は
ぎ
ゅ
っ
と
し
て
ほ
し
い

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
植
え
た
に
わ
の
水
せ
ん

大
す
き
だ
っ
た
花

今
年
も
た
く
さ
ん
さ
い
て
い
る

そ
う
っ
と
顔
を
近
づ
け
て
み
る

こ
れ
が
き
っ
と

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
に
お
い

向
こ
う
で
お
母
さ
ん
が
ま
た
言
う

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
も
う
一
度
会
い
た
い

花
こ
と
ば
は

思
い
出
。

 

奨
励
賞

国
高
小
学
校	

五
年	

山　

口　

梨　

絵

糸
生
小
学
校	
二
年	

加　

藤　

真　

代

 

佳
　
作

織
田
小
学
校	

四
年	

上　

坂　

唯　

香

織
田
小
学
校	

四
年	

富　

田　

和　

菜

朝
日
小
学
校	

五
年	

御　

嶽　

彩　

乃

三
国
西
小
学
校	

三
年	

近　

藤　

義　

樹

四
ケ
浦
小
学
校	

二
年	

寺　

尾　

拓　

弥

 

大
　
賞

越
前
中
学
校	

三
年	

梅　

野　

裕　

真

「
蟹
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
」

グ
ツ
グ
ツ
グ
ッ
グ
ツ

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
今
年
も
蟹
を
ゆ
で
て
い
る

グ
ツ
グ
ツ
グ
ッ
グ
ツ

グ
ツ
グ
ツ
と
リ
ズ
ム
の
い
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
が

聞
こ
え
て
く
る

グ
ツ
グ
ツ
グ
ッ
グ
ツ

メ
ロ
デ
ィ
ー
に
合
わ
せ
て
蟹
が
な
べ
の
中
で

お
ど
っ
て
い
る

グ
ツ
グ
ツ
グ
ッ
グ
ツ

と
な
り
の
蟹
と
お
ど
っ
て
る

グ
ツ
グ
ツ
グ
ッ
グ
ツ

真
っ
赤
に
な
っ
て
少
し
照
れ
て
い
る
の
か
な

グ
ツ
グ
ツ
グ
ッ
グ
ツ

み
ん
な
す
ご
く
楽
し
そ
う

グ
ツ
グ
ツ
グ
ッ
グ
ツ

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
奏
で
る
メ
ロ
デ
ィ
ー

グ
ツ
グ
ツ
グ
ッ
グ
ツ

そ
れ
に
合
わ
せ
て
蟹
が
お
ど
る

グ
ツ
グ
ツ
グ
ッ
グ
ツ
ツ
ツ
グ
ツ
ツ

「
ゆ
で
終
わ
っ
た
よ
」
満
面
の
笑
み
で
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
言
う

「
今
夜
は
蟹
だ
よ
」
汗
だ
ら
け
で
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
言
う

今
度
は
僕
の
心
が
お
ど
り
だ
す

 

奨
励
賞

越
前
中
学
校	

三
年	

笠　

原　

優　

子

越
前
中
学
校　

	

二
年	

川　

端　
　
　

光

 

佳
　
作

天
王
寺
中
学
校	

一
年	

小　

田　

将　

広

越
前
中
学
校	

三
年	

別　

司　

真　

希

越
前
中
学
校	

三
年	

山　

野　

菜　

智

越
前
中
学
校	

三
年	

島　

田　

真　

弓

織
田
中
学
校	

一
年	

村　

上　

唯　

子

 

大
　
賞

北
陸
高
等
学
校	

一
年	

加　

藤　

千　

尋

「
√
蟹
」

深
海
、
青
海
、
底
に
眠
る
√

わ
り
き
れ
な
い
も
の
た
ち
の
へ
や

永
遠
に
わ
り
き
れ
な
い
も
の
た
ち
の
城

√
２
＝
一
．
四
一
四
二
一
三
五
六
・
・
・
・

√
３
＝
一
．
七
三
二
〇
五
〇
八
〇
・
・
・
・

そ
ん
な
大
き
な
手
で
が
ば
っ
と

あ
け
た
り
し
な
い
で

左
と
右
、
平
気
で

わ
け
た
り
し
な
い
で

「
キ
ト
サ
ン
」
と
か
い
っ
て

粉
々
に
し
な
い
で

√
の
中
の
私

ま
だ
誰
に
も
見
せ
て
い
な
い
私

お
し
ゃ
べ
り
す
ぎ
る
魚
で
も
な
い

落
ち
つ
き
は
ら
っ
た
貝
で
も
な
い

私
の
よ
う
な
私

柔
ら
か
く
て
頑
固
な

冷
ん
や
り
し
て
涙
も
ろ
い

普
通
す
ぎ
る
私

私
を
乾
か
し
て
し
ま
う
風
に
な
ん
か

触
れ
た
く
な
い

私
を
あ
た
た
め
て
く
れ
る
光
の
正
体
な
ど

知
り
た
く
な
い

今
は
ま
だ
√
の
中
で

体
操
お
座
り
を
し
て
い
た
い

√
蟹
＝
私
・
ワ
タ
シ
・
わ
た
し
・
・
・
・

 

奨
励
賞

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

一
年	

五
十
嵐　

彩　

乃

丸
岡
高
等
学
校	

二
年	

角　

矢　

千　

明

 

佳
　
作

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

一
年	

若　

杉　

美　

穂

丹
生
高
等
学
校	

三
年	

谷　

口　

佳
緒
里

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

一
年	

角　

南　

美　

和

武
生
高
等
学
校	

一
年	

武　

田　
　
　

楓

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

二
年	

寺　

山　

胡　

桃

 

大
　
賞

岐
阜
県	

	

後　

藤　
　
　

順

「
水
仙
は
帰
ら
な
い
」

過
ぎ
去
る
日
々
を

と
て
も
大
切
に
神
棚
に
祈
っ
た
母
が

置
き
去
り
に
し
た
の
は

ガ
ラ
ス
窓
か
ら
射
し
た
光
に
映
え
た

玄
関
先
に
あ
っ
た
水
仙
の
匂
い

萎
れ
た
水
仙
を
放
り
出
し
た

花
瓶
は
父
が
母
に
贈
っ
た
も
の
だ

父
さ
ん
は
ま
だ
か
い

ぽ
つ
り
と
呟
く
声
が
十
年
も
続
く

父
が
逝
っ
た
翌
年
に
倒
れ
た

母
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
そ
の
ま
ま
に

訝
し
げ
に
ぼ
く
を
見
る

今
日
こ
そ
父
さ
ん
が
買
っ
て
く
る
よ

水
仙
を
ね
だ
る
若
い
母
が
い
る

六
畳
一
間
か
ら
始
ま
っ
た
暮
ら
し

一
輪
の
水
仙
が
彩
っ
た
豊
か
さ

息
子
の
名
前
す
ら
忘
れ
た
の
に

水
仙
の
香
り
が
脳
裏
の
隅
に

今
で
も
仄
か
に
漂
っ
て
い
る
の
か

残
業
帰
り
の
駅
前

眼
に
止
ま
っ
た
特
売
の
水
仙
が

親
孝
行
で
も
し
ろ
と
い
う

病
室
の
父
の
う
わ
言
が
耳
底
に

純
白
の
花
び
ら
が
微
か
に
揺
れ
た

お
ぼ
つ
か
な
い
母
の
声
が

幾
度
も
秘
め
た
匂
い
を
嗅
い
だ

水
仙
が
届
い
た
の
に

父
さ
ん
は
ま
だ
帰
っ
て
こ
ん
ね

母
は
家
の
中
を
探
し
回
る

悪
ふ
ざ
け
す
る
父
が
隠
れ
て
い
る
と

押
入
れ
や
仏
壇
の
裏
ま
で

歩
き
疲
れ
た
母
の
枕
元
に
は

薄
明
か
り
に
忍
ぶ
水
仙
が
い
る

夜
明
け
ま
で
い
て
く
れ
た
よ

夢
の
中
で
父
に
逢
っ
た
の
だ
ろ
う
か

裏
木
戸
に
立
つ
母
が

水
仙
を
し
っ
か
り
握
っ
た
手
か
ら

滴
り
落
ち
る
の
は

父
を
見
送
っ
た
潮
っ
ぽ
い
水

母
と
父
と
の
逢
瀬
を
つ
く
る

水
仙
が
今
日
も
窓
辺
で
光
を
浴
び
る

命
の
輝
き
も
い
つ
か
闇
の
中
へ

母
は
父
の
名
を
呼
び　

水
や
り
す
る

帰
ら
な
い
時
を
抱
き
す
く
め
る

母
の
丸
い
背
中
か
ら

水
仙
の
新
し
い
芽
が
出
始
め
た

 

奨
励
賞

福
井
市	

	

木　

内　

利　

栄

大
阪
府	

	

平　
　
　

信　

子

神
奈
川
県	

	

寺　

木　

友　

美

 

佳
　
作

佐
賀
県	

	

吉　

村　

金　

一

越
前
市	

	

上　

坂　

信　

行

福
井
市	

	

小　

林　

年　

子

兵
庫
県	

	

岩　

下　

玲　

子

和
歌
山
県	

	

武　

西　

良　

和

蟹
と
水
仙
の
文
学
コ
ン
ク
ー
ル  

入
賞
者  

大
賞
作
品

俳
句
部
門（
小
学
生
の
部
）

俳
句
部
門（
中
学
生
の
部
）

俳
句
部
門（
高
校
生
の
部
）

俳
句
部
門（一般
の
部
）

詩
部
門（
小
学
生
の
部
）

詩
部
門（一般
の
部
）

詩
部
門（
中
学
生
の
部
）

詩
部
門（
高
校
生
の
部
）



男 女 共 同 参 画 室
こ ん に ち は ！

か ら

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

国際交流室から一言
A  word  from  the  international  arena...

T
O
P
I
C
S

え
ち
ぜ
ん
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第 70 回

Vol. 70

区民全員参加のそばづくり
～下糸生区気づき事業～

外国のバレンタインデー

国際交流室　☎34－8713問合せ先

男女共同参画室 ☎34－8715問合せ先

　オーストラリアのバレンタイン
デーは、伝統的に恋人や好きな人に愛情を表す
日で、ロマンチックなデート＼ (^ ▽ ^) ／をす
る人が多いです。
　日本で見られるようなホワイトデーの習慣
がないので、男女がともにプレゼントとバレン
タインカードを交換します。主なプレゼント
はチョコレートや花です。
　女性から女性の友達、親から娘たちへプレゼ
ントを贈ることもあります。
　バレンタインデーは金もうけが目的の茶番
だ！と言って、全然お祝いしない人もいます。
ですが、オーストラリア人みんながバレンタイ
ンデーを気に留めない、というわけではないの
で気をつけないといけません。

　マレーシアのバレンタインデーは、男性が女性に愛
情を表す日で、この日に彼女にプレゼントをあげるのが普通
です。
　プレゼントの内容は主に、バラ、チョコレートとぬいぐる
み。夜にはバレンタインディナーに連れて行きます。
　彼女のためにお金を使えば使うほど愛情があると言われて
いるため、マレーシアの男性にとっては、お金がかかる一日で
す…（＞ _ ＜）
　また、マレーシアのペナン島では、女性がミカンに名前と連
絡先を書き、海や川に投げます。男性がそのミカンを拾って
連絡し、赤い糸で結ばれたら、愛のつぼみが芽生えると言われ
ています。
　結婚している人は、ろうそくの船を川に流します。火が消
えずに進む船の人は、愛情も長く続くと言われています ('-'*)

　10月10日、下糸生多目的集会施設で気づき事業を実施しました。区
民約70人が参加し、そば打ち体験を通して、皆さんがふれあう場となり
ました。
　そばを試食した後は寸劇を鑑賞し、グループに分かれて男女共同参画
について活発な意見が交わされました。

≪松山推進員のお話≫
　区民の皆さんが参加してこのような話し合いを持ったのは、下糸生
で初めての事だと思います。皆さんのおかげで、気づきの一歩になっ
たと思います。ありがとうございました。

▲「お父さんもお母さんも頑張ってね！」

▲子どもたちも加わって

▲笑いを交えて楽しく寸劇鑑賞 ▲グループに分かれて話し合い

可
憐
な
越
前
水
仙
を
Ｐ
Ｒ

福
井
県
文
化
賞
・
文
化
功
労
賞
受
賞
!!

越
前
水
仙
を
常
陸
宮
家
に
献
上

　

１
月
７
日
、越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド
で
越
前
水
仙
の
発
送

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

越
前
海
岸
は
房
総
半
島
、淡
路
島
に
並
ぶ
日
本
水
仙
の
三

大
群
生
地
の
ひ
と
つ
で
、そ
の
規
模
は
日
本
一
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
越
前
水
仙
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、県
外
の
友
好

都
市
や
東
京
・
関
西
・
中
京
方
面
の
報
道
機
関
、大
手
旅
行

会
社
な
ど
に
水
仙
を
発
送
し
ま
し
た
。
発
送
式
当
日
は
関

町
長
と
水
仙
栽
培
農
家
の
代
表
者
が
最
後
の
箱
詰
め
作
業

を
行
い
、各
方
面
に
送
り
出
し
ま
し
た
。

　

12
月
10
日
福
井
県
国
際
交
流
会
館
に
お
い
て
、「
平
成
22

年
福
井
県
文
化
賞
・
文
化
功
労
賞
・
文
化
奨
励
賞
授
賞
式
」

が
行
わ
れ
、本
町
の
司
辻
光
男
さ
ん（
小
曽
原
）が
文
化
賞

を
、髙
橋
千
鶴
子
さ
ん（
天
王
）が
文
化
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、福
井
県
の
学
術
、文
化
活
動
に
顕
著
な
功
績

を
収
め
ら
れ
た
方
々
が
受
賞
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

司
辻
さ
ん
は
、陶
芸
の
分
野
で
越
前
焼
の
魅
力
発
信
や
県

の
工
芸
美
術
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
、髙
橋
さ
ん
は
染
織
活
動
を
通
じ
た
後
継
者
の
育
成

や
、底
辺
拡
大
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
27
日
、常
陸
宮
家
へ
献
上
す
る
越
前
水
仙
の
発
送
式

が
、役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
献
上
は
平
成
２
年
に
常
陸
宮
ご
夫
妻
が
福
井
県
を

訪
問
し
た
際
に
越
前
水
仙
を
好
ま
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

越
前
町
、南
越
前
町
、福
井
市
の
持
ち
回
り
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

式
で
は
、関
町
長
を
始
め
、関
係
者
が
切
り
花
の
中
か
ら

つ
ぼ
み
が
多
く
形
の
良
い
も
の
を
選

別
し
、慎
重
に
箱
に
詰
め
ま
し
た
。

　

翌
28
日
に
は
関
町
長
が
常
陸
宮
家

を
訪
れ
、寄
せ
植
え
プ
ラ
ン
タ
ー
や

越
前
岬
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
箱
庭
を
合

わ
せ
て
献
上
し
ま
し
た
。

福井県丹南農林総合
事務所長
白崎　隆夫氏

越前町長
関　敬信

越前丹生農業協同組合
代表理事 組合長
高橋　隆夫氏
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え
ち
ぜ
ん

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
毎
年
全
地
区
を
一
本
化
し
た
農
家
・
農
地
基
本

台
帳
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
整
備
に
は
町
内
全
農
家
を
対
象

と
し
た
農
地
等
調
査
が
必
要
で
す
。

　

朝
日
・
宮
崎
・
織
田
地
区
は
農
家
組
合
長
を
通
じ
、
２
月

上
旬
に
調
査
票
の
配
布
、
３
月
中
旬
に
回
収
を
行
い
ま
す
の

で
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

越
前
地
区
の
農
家
の
皆
さ
ん
に
は
直
接
郵
送
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

越
前
町
農
業
委
員
会
（
農
林
水
産
課
内
）　

☎
３
４ｰ

８
７
０
４

　

自
動
交
付
機
の
シ
ス
テ
ム
改
修
作
業
の
た
め
、
丹
南
地
域

全
て
に
設
置
さ
れ
て
い
る
自
動
交
付
機
が
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

停
止
日　
２
月
26
日
（
土
）、
27
日
（
日
）

問
合
せ
先　

住
民
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
８

農
家
・
農
地
基
本
台
帳
整
備
の
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

自
動
交
付
機（
住
民
票
等
の
発
行
）の

利
用
停
止
日

ゲ
レ
ン
デ
を
ス
イ
ス
イ
！ 

～
子
ど
も
ス
キ
ー
教
室
～

宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

　

１
月
９
日
、
今
庄
３
６
５
ス
キ
ー
場
で
越
前
町
子
ど

も
ス
キ
ー
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
、
ス

キ
ー
の
楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
毎

年
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
町
内
の
小
学
生
44
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
顔
に
当
た
る
雪
や
寒
さ
な
ど
お
構
い
な

し
に
ス
キ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
初
め
て
ス

キ
ー
に
挑
戦
す
る
参
加
者
も
、
午
後
に
は
転
ば
ず
に
滑
り

降
り
る
ま
で
に
上
達
し
ま
し
た
。

　

打
越
区
自
主
防
災
組
織
と
江
波
区
防

災
会
は
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
「
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
」
の
助

成
を
受
け
て
、
防
災
資
機
材
を
購
入
し

ま
し
た
。

　

両
自
主
防
災
組
織
で
は
、
こ
の
資
機

材
購
入
に
併
せ
て
地
域
内
の
子
ど
も
た

ち
や
保
護
者
お
よ
び
地
域
住
民
を
含
め

た
防
災
訓
練
や
講
習
会
を
行
い
、
今
後

も
地
域
の
防
災
教
育
の
充
実
や
啓
発
活

動
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

こ
の
事
業
は
、
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
助
成
金
で
行

な
っ
て
い
る
事
業
で
、
自
主
防
災

組
織
の
育
成
強
化
を
図
り
、
安
全

で
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、「
宝
く
じ
」
の

普
及
広
報
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　11月29日、萩 野 小1、2年
生が駒野行雄さん（織田）の畑
で大根の収穫をしました。
　児童たちは、大根についた土
を下葉を使ってきれいにふき
とる作業が大変な様子でした。
収穫した大根は、次の日の給食
の味噌汁に使われ、児童たちは
おいしくいただきました。

　12月8日、織 田 小4年 生
が、姉崎椎茸園（織田）の山林
で、椎茸の収穫と植菌体験を
し、１人１本ずつ原木に菌
を植えました。収穫した椎
茸は、後日給食の味噌汁に使
われ、児童たちはおいしくい
ただきました。

　12月7日、城崎小6年生が漁協
婦人部の指導の元、干しガレイづ
くりをしました。姉妹校の秦荘西
小へおいしい干しガレイを届ける
ため、児童たちは一生懸命取り組
み、「またやりたい」「命の大切さを
知った」などの感想がありました。

▲スキーをマスターし、さっそうと滑る子どもたち

第
4
回
越
前
大
自
慢
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集
中
！

　

越
前
町
の
四
季
折
々
の
表
情

や
町
の
景
色
、伝
統
行
事
、生
活

習
慣
や
日
々
の
暮
ら
し
を
表
現

し
た
写
真
を
募
集
中
で
す
！

あ
な
た
だ
け
が
知
っ
て
い
る

越
前
町
の
魅
力
を
写
真
に
表

現
し
て
く
だ
さ
い
。

撮
影
期
間

　
平
成
22
年
4
月
1
日
～

　

平
成
23
年
２
月
28
日

応
募
期
間

　

撮
影
期
間
内
随
時

応
募
資
格

　
一
般
の
部

　
　

18
歳
以
上
の
人

　
高
校
生
以
下
の
部

　
　

高
校
生
以
下
の
人

　
　
（
18
歳
未
満
の
学
生
）

応
募
方
法

●
四
つ
切（
四
つ
切
Ｗ
）サ
イ
ズ
で
、銀
塩
プ
リ
ン
ト
し
た
写

真
の
裏
面
に
応
募
票
を
張
り
付
け
て
郵
送
、ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
票
は
越
前
町
観
光
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

入
賞

●
最
優
秀
賞（
各
1
点
）

　

一
般
の
部　

賞
金
10 

万
円
、賞
状
、記
念
品

　

高
校
生
の
部　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、賞
状
、記
念
品

●
優
秀
賞（
各
1
点
）

　

一
般
の
部　

賞
金
3
万
円
、賞
状
、記
念
品

　

高
校
生
の
部　
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
、賞
状
、記
念
品

　

※
そ
の
他
後
援
団
体
賞
、入
選
あ
り

　

※
入
賞
作
品
は
、町
の
観
光
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
　

な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

応
募
・
問
合
せ
先

　

商
工
観
光
課　

☎
３
４ｰ

８
７
２
０

　

http://w
w

w
.echizen-navi.com

/

▲資機材の使用訓練の様子

▲防災テキストで勉強会 ▲子どもたちを対象にした防災教室
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子育て応援
　これまで年齢別の育ちについてアドバイスをしてきました。
　子育ては、親の思い通りにはならない、育児雑誌のようにはい
かないのは当然です。個人差によりそれぞれ育ちが異なります。
しかし、毎日の育児の中で思うようにいかないことがたびたび続
くとイライラし、大声で叱ったり、思わず手がでてしまうような
ことはありませんか。「私の子育てこれでいいの？」と自己嫌悪
に落ち込んでしまうかもしれません。

　そんな時、大切なことは一人で何でも抱え込まないことです。一人で悩まず自分の気持ちを家族、友人
など身近な人に話してみたり、子育て支援センター、保育所などを利用してみてはいかがでしょうか。

　少し勇気が必要かもしれませんが、施設の職員や利用する先輩
ママなどからタイムリーな経験談や、知っておきたい医療情報な
ども得られ、不安解消につながるヒントが見つかるのではないで
しょうか。

　子どもと一緒のこの時期、子どもを通して思い切っていろいろ
な人と出会ってみましょう。お互いに子どもの成長を喜びながら
の子育ては楽しく、なにより心強いものになるでしょう。

住民基本台帳カード申請の際の本人確認が強化されます！！
　昨年から、偽造運転免許証を提示し、本人になりすまして住基カードを不正に取得する事件が多数発生して
います。このことから、住基カードを交付する際の本人確認の徹底を図るため法律が改正され、平成23年1
月1日から次の方法のとおり本人確認を行っています。
　ご不便をおかけしますが、住基カード不正取得防止のため、ご理解とご協力をお願いします。

＝本人確認の方法＝
①ⅠCカード運転免許証（本籍の表示がないもの）が提示された場合
　→券面表示ソフトウエアによる、運転免許証の確認を行います。
　 ● 免許交付の際に入力された暗証番号が必要になります。暗証番号が不明な場合は、運転者教育
　　センターで確認をお願いします。
　 ● 暗証番号が不明な場合などにより IC チップ内の情報を確認できない場合には、
　　更にもう1点※本人確認書類の提示が必要です。

②非ⅠCカード運転免許証（本籍表示があるもの）、パスポート、身体障害者手帳などの顔写真付きの
　本人確認書類が提示された場合
　→原則として更にもう１点、※本人確認書類の提示が必要です。

③上記 ① ② 以外の書類しか提示できない場合
　→交付申請者の住所に照会書を郵送し、照会書に対する回答書と※本人確認書類２点以上の提示が必要です。

　（※本人確認書類…健康保険証、介護保険証、年金手帳、年金証書など）

住民課　☎34－8708

問合せ先　子育て支援課　☎34－8725

福
井
県
最
低
賃
金
の
改
正

第
4
回
ふ
く
い
看
護
就
職
相
談
会

　
平
成
22
年
10
月
21
日
か
ら
適
用　
時
間
額　
６
８
３
円

　

福
井
県
内
す
べ
て
の
労
働
者
と
使
用
者
に
福
井
県
最
低
賃

金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、次
に
掲
げ
る
産
業
に
従
事

す
る
労
働
者
は
、該
当
す
る
特
定
最
低
賃
金
が
平
成
22
年
12

月
24
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
紡
績
業
、化
学
繊
維
、織
物
、染
色
整
理
業

　

時
間
額　

７
１
７
円

●
繊
維
機
械
、金
属
加
工
機
械
製
造
業

　

時
間
額　

７
８
４
円

●
電
気
機
械
器
具
製
造
業（
略
称
）

　

時
間
額　

７
４
５
円

●
各
種
商
品
小
売
業

　
（
衣
・
食
・
住
に
わ
た
る
各
種
商
品
を
販
売
す
る
小
売
業
）

　

時
間
額　

７
４
７
円

※
適
用
業
種
、適
用
除
外
業
務
に
つ
い
て
の
詳
細
は
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
福
井
労
働
局 

労
働
基
準
部 

賃
金
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
６ｰ

２
２ｰ

２
６
９
１

　
　
　
　
　

ま
た
は
、各
労
働
基
準
監
督
署

日　
時　
２
月
26
日(

土)

　
　
　
　

午
後
0
時
30
分
か
ら
午
後
4
時
ま
で

　
　
　
　

(

受
付
は
午
後
3
時
30
分
ま
で)

会　
場　
福
井
県
看
護
協
会

対　
象　
看
護
職
の
資
格
の
保
有
者
・
看
護
学
生(

県
内
外
を
問
わ
ず)

問
合
せ
先　

福
井
県
看
護
協
会
・
福
井
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
７
６ｰ

５
２ｰ

１
８
５
７

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７
６ｰ

５
２ｰ

１
８
５
８

保
田
先
生
の
講
演
が
あ
り
ま
す

第
16
回
全
国
Ｅ
Ｍ
技
術
交
流
会
北
陸
大
会 

in
福
井

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

【
締
め
切
り
間
近
】

と　
き　
2
月
26
日
（
土
）　

             

午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

と
こ
ろ　
越
前
町
朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル

参
加
費　
１
、０
０
０
円

　

ぜ
ひ
、
お
知
り
合
い
の
人
を
お
誘
い
く
だ
さ
い
。

　

多
く
の
人
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
先

　

北
陸
Ｅ
Ｍ
普
及
協
会(

担
当
：
岸
下
）

☎
０
７
７
６ｰ

２
７ｰ

６
９
５
５

　

   　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７
６ｰ

２
７ｰ

３
６
５
８

「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
日
本
の
食
べ
物
の
未
来
」

　
　
　
　
　

神
戸
大
学
名
誉
教
授　

保
田　

茂

 

Ｅ
Ｍ
開
発
者
の
比
嘉
照
夫
教
授
の
講
演

　

と
て
も
よ
い
お
話
が
聴
け
ま
す
。

そ
の
他

　

水
稲
・
畑
作
・
市
民
運
動
の
各
分
野
に
お
け
る 

Ｅ
Ｍ
活

用
の
事
例
発
表
。

「
あ
な
た
は
、
今
朝
何
を
た
べ
て
き
ま
し
た
か
？
」
と
先

生
が
問
い
か
け
ま
す
。
米
飯
食
の
推
進
と
農
業
の
大
切
さ

を
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
な
が
ら
と
て
も
わ
か
り
や
す
く

お
話
し
さ
れ
ま
す
。「
20
年
後
、
自
ら
も
健
康
で
、
子
ど

も
や
孫
た
ち
の
生
活
を
守
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
わ
れ
る
、

保
田
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
・
24
年
度
分
の
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

等
の
受
付
は
、
2
月
28
日
（
月
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
請
が
ま
だ
の
事
業
者
は
、
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
付
時
間

　

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

　
（
た
だ
し
、
土
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

対
象
業
種

　

建
設
工
事
、
測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、
物
品
購
入

　

等
、
小
規
模
修
繕
等

提
出
書
類

　

町
指
定
様
式
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

　

き
ま
す
。

　

ま
た
、
監
理
課
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

申
請
方
法

　

持
参
ま
た
は
郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）

問
合
せ
先　
監
理
課　

☎
３
４ｰ

８
７
１
９
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、町
税
な
ど
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
財
産

に
つ
い
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
売
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
次
回
の
公
売
参
加
申
し
込
み
や
入
札
の
日
程
は
次
の
と

お
り
で
す
。

物
件
の
公
開
・
参
加
申
込
み
期
間

　

２
月
16
日（
水
） 

午
後
１
時
か
ら 

２
月
28
日（
月
）午
後
11
時
ま
で

入
札
期
間

　

３
月
4
日（
金
） 

午
後
１
時
か
ら 

３
月
6
日（
日
）午
後
11
時
ま
で

　

詳
し
く
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の

お
知
ら
せ
」ま
た
はY

ahoo! JA
P

A
N

の「
官
公
庁
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
納
税
推
進
室　

☎
３
４ｰ

８
７
２
２

学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
が
こ
こ
に
あ
る
！

～
通
信
制
高
校
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
～

Ｏ･
Ｔ
Ａ･

Ｉ･

Ｋ
Ｏ
響
２
０
１
０
の

ア
ル
バ
ム
が
で
き
ま
し
た
！

　
「
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
た
」、「
退
職
し
た
か
ら
」、「
余
裕

が
出
来
た
か
ら
」
と
年
齢
に
関
係
な
く
学
べ
る
道
守
高
校

で
、
高
校
生
活
を
送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

関
心
の
あ
る
人
は
、
個
別
相
談
会
（
2
月
6
日
、
2
月

13
日
、
2
月
27
日
、
3
月
6
日)

に
電
話
で
予
約
の
う
え
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
指
定
の
日
に
来
校
出
来
な
い

場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
福
井
県
道
守
高
等
学
校 

通
信
制 

入
学
係

☎
０
７
７
６ｰ

３
６ｰ

１
１
８
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７
６ｰ

３
６ｰ

１
１
８
５

　

昨
年
８
月
21
日
に
オ
タ
イ
コ･

ヒ
ル
ズ
で
開
催
さ
れ
た

「
Ｏ･

Ｔ
Ａ･
Ｉ･
Ｋ
Ｏ
響
２
０
１
０
」
の
ア
ル
バ
ム
が
で

き
ま
し
た
。
１
月
12
日
か
ら
織
田
文
化
歴
史
館
の
雑
誌
コ
ー

ナ
ー
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ア
ル
バ
ム
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
「
ス
タ
ッ

フ
Ｄ
Ｏ
Ｎ･

ど
ん
」
が
撮
影
し
た
写
真
を
収
め
た
も
の
で
、

当
日
ま
で
の
準
備
の
様
子
な
ど
の
会
場
で
は
見
る
こ
と
が

出
来
な
い
風
景
も
写
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

舞
台
上
で
の
出
演
者
の
い
き
い
き
し
た
顔
や
、
オ
タ
イ

コ
響
を
支
え
て
い
る
「
ス
タ
ッ
フ
Ｄ
Ｏ
Ｎ･
ど
ん
」
の
活

動
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地上デジタル放送視聴のための
低所得世帯への支援について

　 総務省では、経済的な理由で地上デジタル放送をまだ視聴できていない低所得の世帯に対して、支援を
行っています。対象となる世帯や支援内容は次のとおりです。

（１）支援内容
①ＮＨＫ放送受信料が全額免除となっている世帯への支援
　[ 支援の対象 ]　まだ地上デジタル放送に対応できていない、
　　　　　　　　①生活保護などの公的扶助を受けている世帯
　　　　　　　　②障がい者がいる世帯で、世帯全員が市町村民税非課税の世帯
　　　　　　　　③社会福祉施設に入所している世帯
　　　　　　　　のいずれかに該当し、ＮＨＫ放送受信料が全額免除の世帯が対象です。
　[ 支援の内容 ]　地上デジタル放送対応の簡易なチューナー（１台）を無償給付し、対象世帯を訪問して
　　　　　　　　チューナーの設置を行います。アンテナ改修などが必要な場合は無償で工事を行います。
②市町村民税非課税世帯への支援
　[ 支援の対象 ]　まだ地上デジタル放送に対応できていない、「世帯全員が市町村民税非課税の措置を受
　　　　　　　　けている世帯」が対象です。（※ＮＨＫとの放送受信契約が必要です。）
　[ 支援の内容 ]　地上デジタル放送対応の簡易なチューナー（１台）を無償給付します。また、チューナー
　　　　　　　　の設置方法や操作方法を電話でサポートします。（チューナーの訪問設置、アンテナ改
　　　　　　　　修などは行いません。）

（２）申込受付期間
①ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯への支援
　申込期限延長　平成23年７月24日（消印有効）まで延長
　（平成23年4月1日以降の申込みについては、平成23年度予算の成立が前提です。）
②市町村民税非課税世帯への支援
　平成23年７月24日（消印有効）まで
　（平成23年4月1日以降の申込みについては、平成23年度予算の成立が前提です。）

（３）申込方法などについて
　申込書に必要事項を記入し、必要書類を添付して総務省　地デジチューナー支援実施センターへ送付
してください。申込書は、インターネット・電話などで総務省 地デジチューナー支援実施センターから
お取り寄せください。身近な公共機関やＮＨＫ放送局に置いてある場合もあります。

（４）問合せ先
○支援制度について　総務省　地デジチューナー支援実施センター
　　　　　　　　　　ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯への支援：0570 ｰ 033840
　　　　　　　　　　市町村民税非課税世帯への支援：0570 ｰ 023724
○ＮＨＫの放送受信契約、放送受信料免除について
　　　　　　　　　　ＮＨＫ　ふれあいセンター
　　　　　　　　　　ＮＨＫ放送受信料全額免除について：0570 ｰ 000588
　　　　　　　　　　ＮＨＫの放送受信契約について：0570 ｰ 077077

越
前
町
町
有
財
産
公
売
の
お
知
ら
せ

　

町
有
財
産（
土
地
）を
一
般
競
争
に
よ
り
売
り
払
い
し
ま
す

の
で
、購
入
希
望
者
は
、入
札
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

１
．入
札
日
時　
３
月
４
日（
金
） 

午
前
10
時
か
ら

２
．入
札
場
所　
役
場
別
館
２
階　

第
３
研
修
室

３
．入
札
手
続　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ【
町
有
地
売
払
い
一
般
競
争

　
　
　
　
　
　

 

入
札
の
し
お
り
】を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

４
．申
込
書
提
出
期
限

　
　
　
　
　
　

 

２
月
25
日（
金
） 

午
後
５
時
ま
で

５
．売
払
物
件　
現
場
説
明
会　

2
月
16
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

 

午
後
１
時
30
分 

受
付  

午
後
１
時
40
分 

説
明

所
在
地

地
目

地
積

予
定
価
格

行
政
的
条
件

越
前
町
上
糸
生
８
３ｰ

３ｰ

２
雑
種
地

１
１
．０
０
㎡

３
、６
０
３
、０
０
０
円

な
し

越
前
町
上
糸
生
８
３ｰ

５ｰ

１
宅　

地
９
０
５
．３
４
㎡

松生けて心新に春を待つ　　　　　　木村　松子
亡き夫を偲びて飾る鏡餅　　　　　　山内　節子
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『ｅ～子』な越っちゃん

①③

②④

第6話

お
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
、
パ
パ
や
マ
マ
に
も

ら
う
と
し
て
・
・
・

私
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

作
り
の
練
習
だ
ぁ
！

２
月
１
日
は
、
私
の
６
歳
の
お

誕
生
日
。

そ
う
い
え
ば
、
越
前
町
も
合
併

し
て
６
年
目
で
す
ね
。

２
月
１
４
日
は
、セ
ン
ト
バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
ェ
ー
！ 

世
界
各
地
で
男
女
の
愛
の
誓
い

の
日
と
し
て
習
慣
に
な
っ
て
い
る
そ
う
よ
。

だ
か
ら
、私
も
が
ん
ば
っ
て
チ
ョ
コ
を

よ
〜
し
。
で
き
た
！ 

こ
の
チ
ョ
コ
お
い

し
そ
う
：　

ん
？
ん
？  

私
は
、
誰
に

こ
の
チ
ョ
コ
を
あ
げ
れ
ば
い
い
の
？

わ
か
ん
な
い
か
ら
、
食
べ
ち
ゃ
お
っ
と

工　事　等　名 請負金額 請負業者名 主管課

平成22年度町道気比庄中学校線交通安全施設整備その３工事 4,473,000 円 ㈱丸安建設 建 設 課

平成22年度越前コミュニティセンター外構工事 19,425,000 円 ㈱大生 行 政 改 革
推 進 室

平成22年度朝日地区簡易水道統合整備事業アスファ
ルト舗装本復旧（その３）工事 19,635,000 円 山中建設㈱ 上下水道課

平成22年度朝日地区簡易水道統合整備事業アスファ
ルト舗装本復旧（その２）工事 7,980,000 円 ㈱キハラコーポレーション

丹生営業所 上下水道課

平成22年度織田浄化センターＮＯ．１－１曝気装置
オーバーホール修繕 4,294,500 円 ㈱創和テック 上下水道課

平成22年度峠配水池計装設備修繕工事 2,961,000 円 荏原商事㈱　福井支店 上下水道課

平成22年度越前北部漁業集落排水処理場補修工事その２ 2,803,500 円 福井県環境保全協業組合 上下水道課

平成22年度脇谷（南部）地区ため池改修工事 4,819,500 円 堀建設㈱ 農林水産課

平成22年度脇谷（東部）地区ため池改修工事 4,714,500 円 堀建設㈱ 農林水産課

平成22年度脇谷（西部）地区ため池改修工事 4,588,500 円 丸善工務店㈱ 農林水産課

平成22年度脇谷（北部）地区ため池改修工事 4,578,000 円 ㈱山崎組 農林水産課

平成22年度脇谷地区ため池改修工事 4,347,000 円 山口組 農林水産課

平成22年度平等地区排水路整備工事 2,772,000 円 丸善工務店㈱ 農林水産課

平成22年度 工事等発注一覧 (250万円以上 ) 12月16日～ 1月16日

高
齢
者
又
は
障
害
を
抱
え

自
立
が
困
難
な
出
所
者
等
の
実
態

保護司の活動 私たちにはなじみの薄い「保護司」の活動について
保護司さんから連載で教えていただきます。6

【
現
状
】

  

最
近
、少
年
事
件
は
減
少
し
て
き
て
い
る
が
、刑
務
所
か
ら
出
所
し
て
も
親
族

の
受
け
入
れ
先
の
な
い
高
齢
者
が
再
犯
を
犯
す
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

●
親
族
な
ど
受
け
入
れ
先
が
な
い
満
期
釈
放
者
は
約
７
２
、０
０
０
人
。

　

う
ち
高
齢
者
ま
た
は
障
害
を
抱
え
自
立
が
困
難
な
人
は
約
１
、０
０
０
人
。

　
（
平
成
18
年
法
務
省
特
別
調
査
）

●
65
歳
以
上
の
満
期
釈
放
者
の
５
年
以
内
刑
務
所
再
入
所
率
は
70
％
前
後

と
、
64
歳
以
下
の
年
齢
層
（
60
％
前
後
）
に
比
べ
て
高
い
（
法
務
省
特

別
調
査
）。
し
か
も
、
65
歳
以
上
の
再
犯
者
の
う
ち
約
４
分
の
３
が
２

年
以
内
に
再
犯
に
及
ん
で
い
る
。（
平
成
19
年
度
版
犯
罪
白
書
）

●
調
査
対
象
受
刑
者
２
７
、０
２
４
人
の
う
ち
知
的
障
害
が
疑
わ
れ
る
者

が
４
１
０
人
、
療
育
手
帳
所
持
者
は
26
人
。
知
的
障
害
者
又
は
知
的
障

害
が
疑
わ
れ
る
者
の
う
ち
犯
罪
の
動
機
が
「
困
窮
・
生
活
苦
」
で
あ
っ

た
者
は
３
６.

８
％
（
平
成
18
年
法
務
省
特
別
調
査
）

　

刑
務
所
出
所
後
、
円
滑
に
サ
ー
ビ
ス
（
障
害
手
帳
の
発
給
、
社
会

福
祉
施
設
へ
の
入
所
）
へ
と
つ
な
ぐ
た
め
の
仕
組
み
が
な
い
こ
と
か

ら
、
早
期
に
再
犯
に
至
る
リ
ス
ク
が
高
く
、
対
策
が
必
要

刑
務
所
入
所
中
に
、
出

所
後
円
滑
に
福
祉
へ
つ

な
ぎ
、
社
会
生
活
に
移

行
さ
せ
る
た
め
の
支
援

が
出
来
て
い
な
い
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

住
居
、
就
労
の
確

保
が
出
来
な
い

ま
ま
出
所

地
域
で

生
活
が

出
来
な
い

再
犯

リ
ス
ク

越前消防団出初式

越前消防団越前地区第4分団車庫落成

　１月10日、災害のない越前町を目指し、各地区より団員252人、消防車両
13台が織田地区に集結、越前消防団出初式が盛大に開催されました。
　初めに、鯖江・丹生消防組合丹生分署で功績のあった消防団員への表彰が行
われ、劔神社前での分列行進、越前町織田文化歴史館前にて一斉放水を行いま
した。今年は全11隊の女性消防隊33人が出初式に参加し、男性団員と共に、
町民への火災予防を呼びかけました。

　平成22年12月12日、越前町小
樟にある旧越前分遣所跡地に越前
消防団越前地区第４分団消防車庫
が完成し、落成式が行われました。
　式では第４分団を代表して山下
竜雄分団長が「団員一同、一層協力
して町民の期待に応えられるよう
努力したい」と謝辞を述べました。

問合せ先

※近隣の方々には交通規制等で、ご協力頂きありがとうございました。

鯖江・丹生消防組合消防署　丹生分署 ☎36－0119　朝日分遣所 ☎34－0119　越前分遣所 ☎37－0119
http://www.fd-sabaenyu.jp/

孫達のほころぶ笑顔お年玉　　　　　山内　照子
日本海見る間に雪雲覆ひけり　　　　山内　昭子

餅搗に揃ふ四代の幸せを　　　　　　嵐　喜美枝
待ち受けし賀状思ひ出重ね見る　　　酒井スマ子

（
次
回
は
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
保
護
司
の
対
応
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
）
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会　　場　越前陶芸村文化交流会館ロビー						    
開催期間　2月5日（土）から2月13日（日）まで （期間中の休館日2月7日）
開館時間　午前9時～午後5時（最終入館は午後4時30分）

会　　場　越前陶芸村文化交流会館ロビー						    
開催期間　2月15日（火）～ 3月5日（土） （期間中の休館日　2月21日　28日　3月7日　14日）
開館時間　午前9時から午後5時まで（最終入館は午後4時30分）

◆このプランは、小学生・中学生・高校生を対象としたプランとなっています。
◆楽器を持ち込み本番と同じ舞台で思いっきり演奏できます。
◆ご利用料金は、 2時間コース 3,000円　3時間コース 4,500円

◆スタインウェイ（ピアノモデルＤ - ２７４）のピアノご利用となります。
◆ご利用料金は、1時間 3,000円　2時間 5,000円　3時間 7,000円  （左記金額はいずれも税込み価格です）

水仙と越前花器の甘いささやき展

珈琲時間 Gallery 「実生窯 新藤聡子」Gallery

ピアノや楽器での
演奏練習は

２０１1 冬の舞台練習プラン

２０１１ ＷＩＮＴＥＲ ＰＩＡＮＯ ＰＬＡＮ

「期間限定とくとくプラン」で。

◇水仙娘来館
◇水仙の無料配布
◇生け花体験

◇お抹茶一服コーナー
◇ハート形陶板絵付けコーナー
◇押し花展示などお楽しみイベントをたくさんご用意しお待ちしています。

期　　間　1月5日～3月31日（休館日除く）
利用時間　午前9時～午後5時

お申し込み・お問い合わせは、
越前陶芸村文化交流会館☎0778-32-3200に。
ご利用お待ちしています！

…………………………6日
……………………6日

……11日、12日、13日

………………………………11日、12日、13日
……………………11日、12日、13日

2月の越前陶芸村文化交流会館イベント情報 入館
無料

鈍い手を快復させる五七五	 河合　敏子
来年も生きるつもりで種子を選る	 関谷一之助

第
4
回
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り
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ト
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催
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場
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無
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せ
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涯
学
習
課　

☎
３
４ｰ

２
０
０
０

　「よく眠れない」「食欲がない」「気分が晴れない」「疲れがとれない」といった心身の不調はありませ
んか？　家庭や学校、職場のストレス、人間関係など何かちょっとした原因で気分が落ち込み、心身の
調子を崩すことは誰にでもあります。
　しかし、そのちょっとした「こころのかぜ」も放っておくと、やがてうつ病などのこころの病気を引き
起こしてしまうことにもなりかねません。
　心の不調を感じたら、相談機関や精神科などの専門家に早めに相談してみましょう。

　　1月25日から、下記の予防接種（任意接種）を開始しました。	
　接種対象の人には個別通知しましたので、通知書の内容をよくご覧いただき、接種してください。

　妊娠中は心もからだも大きな変化があります。この時期を楽しく過ごすために友だちづくりをしま
せんか。ぜひ、パートナーもご一緒にご参加ください。
と　き　３月５日（土）　午前10時から12時まで（受付は午前9時30分から）
ところ　越前町生涯学習センター
内　容　★妊婦模擬体験、赤ちゃん抱っこ体験
　　　　★健康な赤ちゃんを産み育てるために
　　　　　講師：助産師　塚原敦子氏・町保健師
＊当日は、母子手帳を忘れずにご持参ください。
＊予約制ですので、2月28日 ( 月 ) までに電話でお申し込みください。
＊託児をご希望の場合は、申込みの際にお知らせください。
申込・問合せ先　健康増進室　☎36 ｰ 1375

～そんな時は、早めの相談と休養を～

「こころのかぜ」ひいてませんか？

子宮頸がん等ワクチン接種のお知らせ

マタニティスクールのお知らせ

問合せ先
健康増進室　☎36−1375
保健衛生課　☎34−8710

予防接種名 対象者
子宮頸がん予防ワクチン 中学１～３年生、高校１年生の女子
Hib（ヒブ）ワクチン ２か月～４歳児
小児用肺炎球菌ワクチン ２か月～４歳児

日　　時　2月22日（火） 　午後1時30分から3時30分まで
場　　所　越前町社会福祉センター　（朝寿殿）２階相談室
　　　　　越前町西田中８ｰ２０ｰ１
スタッフ　ＮＰＯ全日本メンタルカウンセラー協会心理カウンセラー
申し込み　予約制　１人３０分程度　（事前に電話でご連絡ください。匿名でもかまいません。）　
※秘密は厳守いたしますので、お気軽にご相談ください。
申込・問合せ先　保健衛生課　☎34 ｰ 8710

こころの相談会「無料カウンセリング」

屠蘇祝ふ席で寂しく粥啜
すす

る　　　　　西元　青石
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　これから活躍が期待される50 ～ 70歳代の人を対象に、介護予防や認知症のサポーター養成講座を
開催します。講座を修了された人には、地域でのサロンや介護予防教室のボランティアなどで活躍して
いただきます。
◎会　場　織田保健福祉センター（越前町織田106－51－1 織田病院隣）
◎対象者　５０～７０歳代の男女
◎日程及び内容

◎定　員　25人
◎費　用　無料
◎申込み締切り　2月21日（月）
申込・問合せ先　
越前町地域包括支援センター　☎36 ｰ 1067（織田病院横、織田保健福祉センター内）
越前町社会福祉協議会　本　　所　☎34 ｰ 2388　　宮崎支所　☎32 ｰ 3210
　　　　　　　　　　　越前支所　☎37 ｰ 0627　　織田支所　☎36 ｰ 0698

＊事前に申込みが必要です

介護予防サポーター養成講座　受講者募集！

2月の越前町関連の番組放送時間表
地域ふれあいチャンネル（2CH）（アナログ2ch・デジタル091ch）

※番組は予告なく変更されることがありますので、
　ご了承ください。
問合せ先
　丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　☎21−3277

50 ～ 70歳代の皆さんへ
越前町に「越前つるかめ体操」の
輪が広がっていまーす！

回 日　　　程 内　　　容 講　　　師

1
3/2（水）
午前9時30分 ~
　 11時30分

○開講式
○「高齢者の体と転倒予防」のお話

福井県健康管理協会
釣部雄史作業療法士

2
3/9（水）
午前9時30分 ~
　 11時30分

○実技「越前つるかめ体操」実践講座
福井県健康管理協会
釣部雄史作業療法士

○レクリエーション初級講座 在宅介護支援センター職員

3
3/14（月）
午前9時30分 ~
　 11時30分

○認知症サポーター養成講座
○越前つるかめ体操実践

認知症サポーター養成
キャラバンメイト

修了者には、体操録音テープ及び
「介護予防サポーター証」「オレンジリング」を

交付します。

決心を鈍らせている不況風	 山田　幸枝
鈍る記憶の底を流れる故

さ

郷
と

の川	 山田千栄子
雪模様足も心も鈍る朝	 松村　典子
鈍る五体へ今日一日も無事でした	 武藤　久子

◎丹南歴史探訪
ふるさとのまつり
劔神社御鎮座1780年奉祝記念大祭 

御神幸【再】
 10：30 ～ 11：00 （2/12 ～ 18）
 15：30 ～ 16：00 （2/12 ～ 18）
 21：30 ～ 22：00 （2/12 ～ 18）

◎Ｊｒ［ジュニア］
宮崎中央保育所 お店屋さんごっこ
 9：30 ～ 9：45 （2/23 ～ 3/1）
 14：30 ～ 14：45 （2/23 ～ 3/1）
 20：30 ～ 20：45 （2/23 ～ 3/1）

◎辻・裏々
越前町舟場編
 10：15 ～ 10：30 （2/5 ～ 11）
 15：15 ～ 15：30 （2/5 ～ 11）
 21：15 ～ 21：30 （2/5 ～ 11）

消費せいかつ

情 報 便
その11

消費者行政相談のまど

パート9

消費者生活の
ご相談は…

総務課 消費生活相談窓口  ☎34－8700
福井県消費生活センター　☎0776－22－1102
消費者ホットライン　　　☎0570－064－370

　景品を配るなどして閉めきった会場に人を集め、格安の商品販売からはじめて会場内の雰囲気を
盛り上げておいて、最終的には非常に高額な商品を売りつける商法を「ＳＦ商法」といいます。

　「来場者全員プレゼント」のお知らせを見て特売会場に行くと、紹介される商品が次々に売り
切れていき、会場内は興奮状態。そして雰囲気にのまれて高額な健康機器を購入してしまった。

　街頭で「無料で景品をさしあげます」と声をかけられて会場へ。始めは日用品などが配られ、「ほ
しい人は早い者勝ち」と挙手させられるうちに、最後の目玉商品の高級羽毛布団を買わされた。

●即売会場に雰囲気を盛り上げるためのサクラを紛れ込ませている。
●迷っている人を会場から出さず、監禁や恐喝まがいの行為で契約させる。

ＳＦ商法とは？

次々に売り切れていく雰囲気にのまれて・・・

無料景品をもらううちに高額な商品を買わされた

ＳＦ商法

◎「無料」の言葉に警戒する
　「無料だから」といって誘い、言葉巧みに高額な商品を買わせるのが悪質商法の手口です。タダより高

いものはないと考え、慎重に行動しましょう。

◎閉めきった会場には入らない
　自由に出入りできない会場は危険です。会場の雰囲気にのまれて、油断すると「買わないと損」という

意識にさせられてしまうので、閉めきった会場には安易に入らないようにしましょう。

◎「今だけ」「あなただけ」を疑う
　契約を急がせたり、優遇される理由があいまいな場合は悪質商法の危険性大。「今だけお得」「あなただ

け特別」と言われても信用してはいけません。

手口１

こんな場合も要注意

手口２

ＳＦ商法から身を守るために
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町県民税、所得税の申告はお早めに！
　町県民税の申告と所得税の確定申告が2月16日（水）から始まります。

　申告は1年間に生じた所得金額と税額を確定させる大切な手続きです。該当する人は3月15日（火）

までに申告してください。

◎申告の必要がある人は ?

　①平成22年中の給与の収入金額が2,000万円を超える人　　　　

　②給与を1か所から受けていて、給与所得以外の所得金額（年金・事業・不動産など）の合計額が20万

円を超える人

　③給与を2か所以上から受けていて、年末調整をされなかった給与の収入金額と、給与所得以外の所

得金額（年金・事　業・不動産など）との合計額が20万円を超える人

　④事業（農業や営業など）所得や不動産所得がある人で、所得金額が20万円を超える人

　⑤収入が公的年金のみで、配偶者控除や社会保険料控除などの各種控除を受けようとする人

　⑥町県民税については、平成22年中の給与所得以外の所得金額（事業・不動産など）の合計が20万

円以下の人

◎申告をすると税金が戻る人

　次のいずれかに当てはまる人は、源泉徴収された税金が申告により還付されます。

　①給与所得者・年金所得者などで、雑損控除や医療費控除、寄附金控除などを受けることができる人

　②平成22年の中途で退職した後、就職しなかった人で、年末調整を受けなかった人

　③給与所得者で、年末調整を受けていない人で所得控除（生命保険料など）がある人

　④住宅ローンなどを利用して、住宅の新築・増改築をした人

◎公的年金を受給されている人へ

　国民年金や厚生年金などの公的年金を受給されたときは、「雑

所得」となります。

　「公的年金等の源泉徴収票」に源泉徴収税額がある場合は、確定

申告で清算することになります。また、源泉徴収税額がない場

合であっても、公的年金の雑所得と公的年金以外の所得とを合

計した所得金額が、扶養控除や基礎控除などの所得控除の合計

額を超える場合には、確定申告を行う必要があります。

◎申告に必要なもの

①印鑑

②給与・年金などの源泉徴収票（原本）

③各種保険料の支払証明書（生命保険・個人年金・地震保険・国民年金など）

④医療費の領収書（医療費控除）

⑤寄附金の受領証（寄附金控除）

⑥金融機関の通帳（還付を受ける人、本人名義に限る）

⑦口座振替で納税を希望する人は、本人名義の通帳とその通帳の届出印（新規・変更の人）

★申告前にご準備ください★

　相談日や申告期限間近には、会場が混雑します。各地区で、相談日を設けておりますので、出来るだ

け申告は自分で記入できる箇所は記入し、必要な書類を忘れず持参してください。

●事業・農業所得などを申告される人は、収支内訳書は事前に作成し持参しましょう。

●医療費控除を申告される人は、医療費の明細をまとめておきましょう。

●青色申告や土地・株の譲渡所得、山林所得などがある人は税務署で申告してください。

問合せ先　税務課　☎34-8709　　　　　　　　　宮崎コミュニティセンター☎32-2000

　　　　　越前コミュニティセンター☎37-1501　織田コミュニティセンター☎36-1111

◆町・県民税、所得税の申告相談日程◆

≪還付申告≫

と　　　き と　こ　ろ 対象地区

2月1日（火）~3月15日（火）
（土・日曜日、祝日を除く） 9:00~16:00 越前町役場 全地区

≪確定申告≫

と　　　き と　こ　ろ 対象地区

2月16日（水）~3月15日（火）
（土・日曜日を除く） 9:00~16:00 越前町役場 全地区

2月16日（水）~2月18日（金） 9:00~16:00 宮崎コミュニティセンター 宮崎地区

2月22日（火）~2月25日（金） 9:00~16:00 織田コミュニティセンター 織田地区

3月  1日（火）~3月  3日（木） 9:00~16:00 越前コミュニティセンター 越前地区

鈍る手へ手早く出来た日を回顧	 山内　千代
幸せな種子を運んだ千の風	 山谷　ゆり

ぬるま湯の中で危機感鈍り出す	 司辻　文子
鈍い動作を庇い合ってる老夫婦	 向当みつ子



新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

（
敬
称
略
、
1
月
15
日
現
在
）

（
敬
称
略
、
1
月
15
日
現
在
） え

ち
ぜ
ん
年
代
記　

第
七
十
回

　

１
月
９
日
に
行
わ
れ
た
成
人
式
の
様
子

で
す
。

　

成
人
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
雄
々
し
い

姿
に
、越
前
町
の
明
る
い
未
来
を
確
信
さ
せ

る
瞬
間
で
し
た
。

広報えちぜん 22広報えちぜん23 22

休
日
当
番
医

人口と世帯
（1月1日現在）

人　口	 24,085人

　男	 11,639人
　女	 12,446人
世帯数	 7,288戸

（前月より10人増）

注
）
診
察
時
間
は
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
で
す
。	

注
）
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

受
診
前
に
電
話
や
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

2
月
13
日（
日
）	

長
田
内
科
胃
腸
科
医
院	

☎
３
２ｰ

２
７
７
４

2
月
20
日（
日
） 

両
林
病
院	

☎
３
７ｰ

０
０
０
５

2
月
27
日（
日
）	

藤
田
病
院	

☎
３
４ｰ

０
０
４
４

3
月
6
日（
日
）	

整
形
外
科
大
城
医
院	

☎
３
２ｰ

３
５
０
０

3
月
13
日（
日
）	

伊
部
病
院	

☎
３
４ｰ

０
２
２
０

鈍感な男と何故か合う波長	 上坂　末男
同じ種子蒔いて大樹とねじれた樹	 木下百合子

鈍ってる母のからだがあったかい	 原　　榮子
働いて癒やす女の旅一つ	 関谷美和子

寒い夜は、暖かくして
好きな本を読みましょう！

皆さんのリクエストに
お応えします！

休館のお知らせ

　まだまだ寒い日が続きますが、寒い夜は、
「コタツ」に入るなど暖かくして、好きな本
を読んでみましょう。また、小さなお子さん
にも是非、本を読んであげてください。各家
庭で話合い、ご家族揃って「テレビを消し、
本を読む。」こんな時間を設けてはいかがで
しょうか。

　皆さんの「こんな本が読みたい」のリクエ
ストに、町内の各図書館どこからでもできる
限りお応えします。図書館カウンターで「リ
クエストカード」にご記入いただくか、また
は図書館ホームページからも申込ができます
ので、どうぞお気軽にご利用ください。

　越前町立図書館宮崎分館および越前分館は、この
度のコミニュティセンターの新築、および改修工事
に伴い、「キッズコーナー」や「閲覧室」なども整備さ
れ、間もなく各センター内に新しくオープンの予定
となりました。
　書架の移転並びに蔵書の整理のため、2月8日（火）
から開館の日（未定）まで臨時休館させていただきま
すので、ご迷惑をおかけしますがよろしくお願いし
ます。

越
前
水
仙
の
謎

　

水
仙
は
日
本
列
島
に
自
生
せ
ず
、
外
国
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た

植
物
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
入
っ
て
き
た
時
代
に
関
し
て
は

諸
説
が
あ
り
ま
す
。
遣
唐
使
が
薬
草
と
し
て
導
入
を
し
た
と
い

う
説
、
球
根
が
海
流
に
運
ば
れ
て
漂
着
し
て
海
岸
で
自
生
を
始

め
た
と
す
る
説
、
室
町
時
代
の
禅
僧
が
持
ち
込
ん
だ
説
な
ど
で

す
。

　

な
か
で
も
、
越
前
海
岸
に
は
平
安
時
代
末
に
海
か
ら
流
れ
着

い
た
娘
の
化
身
と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
水
仙
の
漂
着
説
を

裏
付
け
る
最
も
古
い
記
録
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
日
本
の
歴
史
上
に
水
仙
が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、

い
つ
で
し
ょ
う
か
。

　

最
古
の
記
録
は
平
安
時
代
末
期
で
、
摂
政
・
九
条
良よ
し

経つ
ね

（
一
一
六
九
～
一
二
〇
六
）
が
描
い
た
色
紙
だ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
越
前
海
岸
の
伝
説
が
平
安
時
代
末
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
年
代
的
に
近
い
時
期
と
な
り
ま
す
。
遅
く
と
も
、
平
安
時

代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
は
、
日
本
で
水
仙
が
生
え
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。

　

そ
の
後
、
十
五
世
紀
に
は
各
種
文
献
で
見
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

東と
う
ろ
く
の
は
の
う

麓
破
衲
の
漢
和
辞
書
『
下か
が
く
し
ゅ
う

学
集
』（
一
四
四
四
年
成
立
）
の

草
木
門
に
は
、
漢
名
「
水
仙
華
」、
和
名
「
雪
中
華
」
と
出
て

き
ま
す
。
梅
を
兄
、
山さ
ん
ば
ん礬

（
沈
丁
花
の
こ
と
か
）
を
弟
と
す
る

と
い
う
漢
詩
も
引
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一い
ち
じ
ょ
う
か
ね
ら

条
兼
良
の
『
尺せ
き

素そ

往お
う

来ら
い

』（
一
四
八
〇
年
頃
成
立
）
で
は
春
の
花
に
分
類
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

京
都
相
国
寺
の
公
用
日
記
『
蔭い
ん
り
ょ
う
け
ん
に
ち
ろ
く

涼
軒
日
録
』
の
文
正
元
年

（
一
四
六
六
）
正
月
の
條
に
は
、
足
利
将
軍
に
水
仙
を
献
上
し

た
と
出
て
き
ま
す
。
特
に
、
越
前
国
府
（
現
・
越
前
市
）
の
妙

法
寺
か
ら
相
国
寺
を
経
て
献
上
さ
れ
た
と
の
記
録
は
、
越
前
に

お
け
る
水
仙
栽
培
の
存
在
を
示
す
史
料
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
松
平
文
庫
『
越
前
国
福
井
領
産
物
・

越
前
国
之
内
御
預よ

知ち

産
物
』
に
お
い
て
、
越
前
国
の
産
物
と
し

て
水
仙
が
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
水
仙
栽
培
の
確
実
な
史
料
と

な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
記
録
は
断
片
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
産
業
と
し
て

の
水
仙
栽
培
や
、
越
前
水
仙
の
歴
史
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
史

料
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

先
日
、友
人
と
の
会
話
中
に
今
年
の
干
支

の
う
さ
ぎ
の
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、こ
の
間
、道
端
で
野
う
さ
ぎ

を
見
た
と
い
う
も
の
で
す
。
目
撃
し
た
の
は

私
で
、〝
こ
の
辺
り
に
も
野
う
さ
ぎ
が
生
息
し

て
い
る
ん
だ
！
〟と
い
う
驚
き
と
感
動
、そ
し

て
そ
の
可
愛
さ
を
必
死
に
友
人
に
語
っ
た
の

で
す
が
、「
う
さ
ぎ
と
か
見
た
こ
と
な
い
し
」

と
全
く
信
じ
て
も
ら
え
ず
…

　

で
す
が
、ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、車
の
窓
ガ

ラ
ス
越
し
に
雪
の
上
を
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
と
飛

び
跳
ね
る
一
匹
の
野
う
さ
ぎ
が
☆
そ
の
距
離

約
１
㍍
！
思
わ
ぬ
偶
然
に
友
人
と
も
ど
も

驚
き
の
声
を
あ
げ
て
し
ま
い
、そ
の
声
に
気

づ
い
た
の
か
う
さ
ぎ
は
森
の
中
に
身
を
か
く

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
こ
ん
な
で
、な
ん
だ
か
今
年
一
年

の
幸
運
を
予
感
さ
せ
る
出
来
事
で
し
た
。

朝　

日　

吉
田　

英ひ
で

仁と 

（
仁
一
郎
、
男
）

気
比
庄　

青
山
正し

ょ
う
た
ろ
う

太
郎 

（
法
夫
、
男
）

気
比
庄　

山
下　

蓮れ
ん

稀き 

（
雅
頌
、
男
）

気
比
庄　

小
松　
　

尊
た
け
る 

（
善
之
、
男
）

天　

宝　

酒
井　

一い
ち

華か 

（
陽
介
、
女
）

小　

倉　

渡
邉　
　

芽め
い 

（
実
千
雄
、
女
）

下
糸
生　

塚
﨑
ひ
よ
り 

（
孝
博
、
女
）

江　

波　

向
當　

隼は
や

士と 

（
勇
樹
、
男
）

樫　

津　

小
道
世
恵え

里り

奈な 

（
将
太
、
女
）

八　

田　

下
宮　

真ま

子こ 

（
健
、
女
）

梅　

浦　

今
下　

結ゆ

菜な 

（
優
、
女
）

梅　

浦　

山
下　

一ひ

漣れ
ん

（
太
郎
、
男
）

小　

樟　

岩
﨑　

椛も

寧ね 

（
裕
志
、
女
）

小　

樟　

川
上　

華は

月づ
き 

（
裕
樹
、
女
）

大　

樟　

柳
生　

紫し

帆ほ 

（
崇
、
女
）

米　

ノ　

中
橋　

璃り

乃の 

（
靖
人
、
女
）

鎌　

坂　

駒
野　

以い

蕗ぶ
き 

（
裕
、
女
）

細　

野　

大
久
保
百も

も

花か 

（
茂
、
女
）

西
田
中　

牧
野
マ
キ
ヱ 

（
89
歳
）

内　

郡　

三
上
た
ま
を 

（
95
歳
）

栃　

川　

朝
倉
　
淳
央 

（
53
歳
）

下
糸
生　

長
田
み
さ
を 

（
92
歳
）

下
糸
生　

小
西
　
　
修 

（
72
歳
）

梅　

浦　

森
本
　
喜
市 

（
87
歳
）

　

宿　
　

長
岡
か
ず
江 

（
81
歳
）

小　

樟　

吉
田
　
勝
秋 

（
87
歳
）

　

厨　
　

内
田
千
鶴
子 

（
88
歳
）

　

厨　
　

島
　
キ
ミ
エ 

（
95
歳
）

米　

ノ　

美
濃
　
玉
枝 

（
77
歳
）

　

北　
　

冨
田
　
良
雄 

（
74
歳
）

上　

野　

北
島
　
俊
彦 

（
76
歳
）

四
ツ
杉　

安
𠩤
ツ
ヤ
ノ 

（
97
歳
）

●そりあそび	 さとうわきこ／さく・え
●バムとケロのさむいあさ	 島田ゆか／さく・え
●ゆきおんな	 まつたにみよこ／ぶん
●さいしゅうれっしゃのあとで	 市川宣子／作
●くるぞくるぞ	 内田麟太郎／ぶん
●雪の上のなぞのあしあと	 あべ弘士／さく
●雪の結晶ノート	 マーク・カッシーノ／作

【冬にオススメの絵本】



えちぜんカレンダー 2月16日～3月15日

生後３か月以上６か月未満 町内の指定医療機関 
対　　象　　者 場　　　　所

ＢＣＧ予防接種

生後３か月以上７歳６か月未満 町内の指定医療機関
対　　象　　者 場　　　　所

三種混合予防接種

（第１期）生後12か月以上24か月未満
（第２期）H16.4.2～H17.4.1
（第４期）H4.4.2～H5.4.1

町内の指定医療機関

対　　象　　者 場　　　　所
麻しん・風しん混合予防接種（MRワクチン）

おはなしひろば

町立図書館織田分館　児童コーナー
場　　　　所

毎月第３土曜日
実施日

14：00～15：00
時　　間

2月15日（火）
2月15日（火）
2月16日（水）
2月17日（木）
2月22日（火）
2月22日（火）
2月23日（水）
2月23日（水）
毎 日
毎 日
毎 日 午 前 中
毎 週 木 曜 日
毎 日 午 前 中
毎 日 午 前 中

陶 の 谷 保 育 所
朝 日 南 保 育 所
朝 日 中 央 保 育 所
あ さ が お 保 育 園
朝 日 西 保 育 所
小 曽 原 保 育 所
朝 日 北 保 育 所
宮 崎 中 央 保 育 所
城 崎 南 保 育 所
西 徳 寺 保 育 園
四 ヶ 浦 保 育 園
織 田 保 育 所
た い ら 保 育 園
は ぎ の 保 育 園

32－3014
34－1614
34－0081
34－1110
34－5602
32－2039
34－1762
32－2067
39－1801
37－1354
37－0305
36－0160
36－0251
36－0396

実　施　日 場　　　所 電話番号
なかよしひろば（園開放）

※時間・内容などについては各保育所（園）にお問合せください。
※参加する児童は保険に加入しないため、安全管理は保護者の責任でお願いします。

納税のお知らせ

消費者生活ホットライン ☎0570ｰ064ｰ370

再就職者のための生活就労相談

越前町役場別館

場　　　　所

2月16日（水）

実施日

13：30～16：00

時　　間

問合せ先  福井県求職者支援センター　　 0120－24－０４５１

固定資産税  第４期
国民健康保険税  第８期
納期限 2月28日（月）

月 日 行　　事　　名 時　　間 場　　　　　所

2

16日（水） 子育てサロン ９：３０～１１：００
越前町社会福祉センター（西田中）
宮崎保健センター（江波）

17日（木） 精神科医師によるこころの健康相談
＊予約制：丹南健康福祉センター　健康増進課　☎51-0034 １３：3０～　　　 丹南健康福祉センター（鯖江郵便局隣）

18日（金） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
21日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

22日（火）
精神相談員によるこころの健康相談
＊予約制：保健衛生課　☎34-8710
＊身体及び知的障がい者福祉に関する相談もお受けします

１3：3０～１4：３０ 越前地域福祉センター（梅浦）

23日（水）
離乳食教室 ９：３０～１0：００ 織田保健福祉センター
子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

24日（木） 離乳食教室 ９：３０～１0：００ 朝日保健センター

25日（金）
子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
心配ごと相談 １３：００～１６：００ 織田コミュニティセンター

28日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

月 日 行　　事　　名 時　　間 場　　　　　所

3

1日（火）

2歳6か月児歯科健診 １3：3０～１4：3０ 朝日保健センター

心配ごと相談 １３：００～１６：００
越前町社会福祉センター（西田中）
宮崎保健センター（江波）
越前地域福祉センター（梅浦）

2日（水） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

3日（木） 精神科医師によるこころの健康相談
＊予約制：丹南健康福祉センター　健康増進課　☎51-0034 １３：3０～　　　 丹南健康福祉センター（鯖江郵便局隣）

4日（金） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
7日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

9日（水）
子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
悠々いきいきサロン（男性）
＊内容：腰痛ストレッチ体操 ９：３０～１１：３０ 宮崎保健センター（江波）

11日（金）
2歳6か月児歯科健診 １3：3０～１4：3０ 織田保健福祉センター
心配ごと相談 １３：００～１６：００ 織田コミュニティセンター

14日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

15日（火）
心配ごと相談 １３：００～１６：００

越前町社会福祉センター（西田中）
越前地域福祉センター（梅浦）

無料法律相談 １３：００～１６：００ 宮崎保健センター（江波）
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再生紙を使用しています

（越前町交通安全町民指標）
私たち越前町民は、海土里（みどり）を大切にし　事故一つない町を目指します！
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